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網走湖⑧サロマ潮の鰯底堆積物から得られた

　　　　　　　　　　　　珪藻遺骸群集
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Abs乱蝸ct：Lake　Abash1r1and　Lake　Saroma　are1ocated　a1ong　the　coast　of　Ohotuku　Sea，east

part　ofHokka1do，northem　Japan　The　sa1m1ty　of1ake　water1s　approx1mate1y5perm11at　Lake

Abash1r1，and30pem11at　Lake　Saroma　We　took23samp1es　ofsurface　sedments　and耐0
bore　ho1e　samp1es　from　Lake　Abashm，and26samp1es　ofsu㎡ace　sedments　and　two　bore　ho1e

samp1es　from　Lake　Saroma　for　the　ana1ys1s　ofd1atom　assemb1ages

　Cシc1o彪〃αcα卯zα，a　p1anktomc　d1atom，1s　dommant　at　Lake　Abash1r1，and　percentage　of1t

among　d1atom　va1ves　from　surface　sedment1s　above　gO％at　most　of　samp1mg　s1te　The
d1atom　assemb1ages　from　bore　ho1e　samp1es　show　that　Lake　Abash1n　was　a　fresh　water1ake

becauseノ〃αc08α閉8’閉舳Zα肋，λ〃αc03αグαα榊肋8’〃αand8牢ρ肋〃o励∫c眺伽わ脳らfresh　water

p1ankton1c　d1atoms，were　dommant　from　the1ower　part　ofthe　bore　ho1e　samp1es　We　got　no
dating　data　from　the　samp1es，yet．

　肋αZα8∫zo鮒αspp　and肋α1伽8zo脱肋o〃肱8c肋o〃θ軋p1anktomc　d1atoms，are　dommant　at

centra1part　of　Lake　Saroma　On　the　other　hand，Cocco〃α88ω胞伽物a　benth1c　d1atom，1s

dommant　at　the　s1tes　near　the1ake　coast　The　d1atom　assemb1ages　and　data　of　sed1mentary

ages（210Pb　method）from　bore　ho1e　samp1es　show　that　the　sa1inity　of　Lake　Saroma　had

increased　in1929．

1は　じ　め　に

　珪藻は，一対の珪酸質の殻を有する単細胞生物で

あり，汽水環境において重要な環境指標生物のひと

つである．珪藻殻は堆積物中に保存されやすいこと

から，古環境を復元する場合，重要な指標のひとつ

となる　筆者は，宍道湖中海をはじめとして，日本

各地の汽水湖沼において，珪藻化石による古環境の

復元を進めてきた（鹿島，1993）．研究を進めるにあ

たっては，古環境復元の手がかりとなる現生珪藻の

分布形態とその生息環境に常に留意し，調査の際に

はボーリングコア試料に加えて，湖底表層試料，湖

水中の浮遊生珪藻，湖岸なとにおける付着生珪藻の

採取を同時に行うよう心がけている．これまでの研

究の結果，季節変動の大きい珪藻群集を調査するに

あたり，湖底表層試料は湖の平均的な珪藻分布をよ

く示しており，珪藻と環境を考察する上で有効な指

標のひとつであることがことがわかってきた（鹿
島，1993）．

　本稿では，1995年9月，北海道東部の網走湖とサ

ロマ湖で採取された湖底表層試料と湖底ボーリンク

コア試料より得られた珪藻遺骸群集の特徴を記す．

さらにそれらの結果をもとに両湖沼の古環境変遷に

ついて考察を加える．

2試料と分析の方法

1）九州大学理学部地球惑星科学教室

　Department　of　Earth　and　P1anetary

　Un1vers1ty，Fukuoka812－81，Japan

Sciences，　Kyushu

　研究に用いた試料は，次の通りである．

　分析のため採取された湖底表層試料は，網走湖が

26試料，サロマ湖が51試料であり，そのうち泥質試
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図1網走湖における調査地点位置図

　黒丸湖底表層試料（泥質で珪藻遺骸群集の分析を行った）
　白丸：湖底表層試料（砂質，礫質であり，珪藻遺骸群集の分

　析を行わなかった）

黒三角：ボーリングコア試料採取地点
亙昭．L　Locat1on　map　ofsamp1mg　s1tes　at　Lake　Abash1r1

　b1ack　circle：muddy　samp1e　of1ake　surface　sediment　which　is

　suitab1e　for　diatom　ana1ysis

　open　c1rc1e　sandy　and　grave1samp1es　of1ake　surface
　sediment　which　is　not　suitab1e　for　diatom　ana1ysis

　black　tnang1e　samp1mg　s1tes　ofbore　ho1e　samp1e

料のみを選んで珪藻遺骸群集の分析を行った　実際

に分析を行ったのは，網走湖23試料，サロマ湖26試

料である（図1，図2〉

　湖底ボーリンクコア試料は，網走湖2地点（BA1，

BA2），サロマ湖3地点（SR1，SR2，SR3）であるが，

図3網走湖湖底表層試料中のCyc1αθ〃αcαWαの出現頻度
亙ig3．The　percentages　of　Cy6Zo蛇〃αω∫がo　in　diatom　va1ves

　from　surface　sedments　at　Lake　Abash1r1
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SR1はコア長が40cmと短かったため，分析を行わな
かった．

　なお，これらの試料の採取方法，堆積物の層相な

どの記載については，別稿で報告される予定なの

で，本稿では省略する．

　珪藻は長径数十ミクロン程度であり，通常光学顕

微鏡を用い，倍率1000倍で観察する．試料から顕微

鏡観察用のプレパラートを作成する方法として，本

研究ではスミアスライド法を用いた．これは，試料

を酸なとで処理することなく，また遠心分離器なと

で特定の粒度の部分を分離することなく，観察する

　　　　　　　　方法である．具体的には，試料を

　　　　　　　　1mg程度スライドクラス上にとり，
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させる．その後，封入剤（マウント

メディア）とともに，カバーグラス

をかぶせ，加熱封入する．これは，

簡便に処理を行えるだけではな

く，処理の過程で珪藻殻を流出す

ることがなく，堆積物中の本来の

状態のままで検鏡することができ

るという利点をもつ．

　各試料ごとに200～300個の珪藻

殻を観察し，属種を同定した．

E14ゴ45”

図2サロマ湖における調査地点位置図
　凡例は図1と同じ
F晦2．Location　map　ofsamp1ing　sites　at　Lake　Saroma

　see　the1egends　of　Fig．1
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図4網走湖湖底表層から産出した珪藻種の出現頻度
　（a）1）加8o〃！ακ〃加8，（b）8γκθ∂γα〃加α，（3）Cγ肋わθ〃αspP．，（4）ハ他切c〃1αspP．

醐g．4．The　percentages　ofd1atom　spec1es　from　surface　sedments　at　Lake　Abash1r1

3湖底表層堆積物より産出した珪藻遺骸群集

（1）網走湖

網走湖は，低戯汽水湖沼であり，その塩分環境は

宍道湖と似ている　湖底表層試料中からは，浮遊生

のqClo胞〃αω功αが優占的に産出し，ほとんどの地

点で全珪藻殻の90％以上を占めた（図3）．これは宍

道湖の場合と酷似する現象である（Kashma，1990，

鹿島，1994）　しかし，宍道湖では，D刺o脇Ψ撒一

∂o吻伽がφClo胞伽ω功αに随伴して産出するが，網

走湖ではかわりに1）肋o舳肋加3が随伴種となった
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図5サロマ湖湖底表層から産出した珪藻種の出現頻度
　（・）肋1伽・燗㈹W，（b）肋1・醐o肥舳肋∫・〃α伽（・）P伽肋∫〃・吻（d）Cy・1o蛇〃α・αWα，

　（e）Co㏄o〃眺3c肋〃舳，（01）担1o脱j∬棚肋

醐g．5．The　percentages　of　d1atom　spec1es　from1ake　surface　sedments　at　Lake　Saroma

（図4a）随伴種に相違がみられる理由は不明であ

る．この1）〃o醐肋加3は他の汽水湖沼でも産出が

少なく，網走湖でこのように，ほとんとの地点で数

パーセントの頻度で産出したことは注目すべき現象

である．

　この両種に加えて，淡水生で付着生の卵θ伽

〃脇q榊bθ肋榊加吻をはじめとするq肋θ〃α属，

肋γた〃αC卯広o肋θ〃αをはじめとする棚γた〃o属など

が，それぞれ1％ないしそれ以下の割合で出現した

（図4b，c，d）。これらのほか淡水生種・付着生の，

地伽伽伽8Z伽cθoZ肋，ノc伽朋伽8腕加肋88肋o，Co㏄o一

脱ゐψCθ伽Zψ冊α8肋グゴo　Co棚榊θ燗などが産出した

が，その割合はいずれも小さい。これら淡水生付着

生種のほとんとは，網走湖に流入する河川より湖内

に運搬されてきたものと思われる．このことは，湖

南端部の河口部（地点23）付近でその割合が急増す

ることからも推定される　網走湖は内陸に位置して

おり，周囲を淡水域に囲まれている．一見，湖内には

多くの淡水珪藻殻が流入し堆積しているように思わ

れるが，湖底表層堆積物をみる隈りでは，その割合

はとても小さいこのことは，宍遺湖においてでも同

様に認められる現象である．また，後述するように

湖底ボーリングコア試料では多産した，ルZαCo肥かα

8グ鰍z肋をはじめとする淡水生浮遊生種は，現湖

底表層からはほとんと産出することはない

（2）サロマ湖

　サロマ湖は高鹸汽水湖沼であり，その塩分環境は

中海と似ている　優占的に産出した珪藻種として

は，浮遊生種としては肋αZ醐ゴ03かα鮒鋤加Cαをは

じめとする肋αZ鮎8オ03かα属，珊αZα棚乏0脱舳肋Z－

8c肋o漉8，肋ro肋舳1c伽であり（図5a，b，c），これ

は中海の場合とよく似ている（Kash1ma1990，鹿島

1994）湖央部で最も多く産出したのは肋肋醐o鮒o
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Dψ1o脱1∬舳肋が多く産出した．

Co㏄o肥1∬c脇伽榊はサロマ湖の東

端部，西端部，及び湖岸付近に多く，

20～50％を越す出現頻度を示す．こ

れに対し，湖央部では5～10％程度に

留まる（図5e）．Dφ1o〃眺3閉肋〃は

5～10％程度の出現頻度である（図

5f）．これら2種のほか，肋帥oγα

属，ん伽伽伽8ん伽C虹αη0，③γ0晦舳

sp．などの付着生種が産出した．中

海（Kash1ma，1990，鹿島1994）と比べ

た場合，産出した種の種類はほほ同

じであるのに対し，全珪藻殻におけ

る付着生種の割合は極めて大きくな

っている．このことは，藻場や養殖

いけすなど，付着基盤となるもの

が，サロマ湖では中海よりも多く分

布することを示しているものと思わ

れる．

　　　　　b。。。㎞。h　b。。。㎞。h　　f。・・h・・t・・　　f…h・・t・・　　　　　　4ボーリングコア試料から得
　　　　　p1・故t・・　　b・nth・・　　　p1・皿kto・　　　b・・th・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　られた珪藻遺骸群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§ミs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ1婁ミ

　　　　　　量　ミ。蔓・1、繁　　（・）網走湖

　　O　　　o　　　q　　く　　　り　りくくUU　　　　　　において，5cm間隔で分析を行った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図6a，b）．両地点とも珪藻遺骸群

　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集はコアの上部と下部で大きく変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しており，その境界はAB1では深度
　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b鷲二h　45c叫AB2では深度65cmの層準で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある　上部ではqCZo彪〃αωΨ吻が
　60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優占し，全珪藻殻の90％前後を占め

　80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丘、、hw、、、、　る．これに対し下部ではんZαCo舵かα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g閉〃肋，んZαC03鮒α0肋18卿，

　1O0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ゆ肋〃o挑c嚇伽肋ω8が多く産出す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るようになる．これらの3種は淡水

　120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　湖沼で浮遊生として多く出現する種
　　　020406080100
　　　　　　　　　（砺）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり，．汽本湖沼では産出しない．
　　　図6網走湖湖底ボーリングコアから得られた珪藻遺骸群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）肋o棚伽加8は，いくつかの層準
　　　　（a）AB－1（b）AB－2
　　　醐紬D1．t．m。。。。mb1．g。。f。。mb。。。h．1。。。mp1。。。tL．k．Ab。。h1．1　　　（AB122cm，55cm，AB250cm）で多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く産出するが，その変動がどのよう

属であり，最大で50％を越す出現頻度を示す．他の　　な環境変化を示しているのかについては，まだ不明

2種はそれぞれ5～10％程度の割合を占めた　網走湖　　である．この他，卵θ加〃舳をはじめとする付着

で優占したqcZo広θ〃αcα功αは1－5％程度を占めるに　　性の淡水生種も産出したが，その割合は小さい．

すぎない（図5d）．これらの浮遊生種は湖央部でそ　　（2）サロマ湖

の割合が増加する傾向がみられる．　　　　　　　　　　湖央部（SR2コア長90cm）と湖東端部（SR3，コア

　ー方，付着生種としては，Co㏄o脱な3c脇〃閉，　　長60cm）の2地点において，5cm間隔で分析を行っ
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図7サロマ湖湖底ポーリンクコアから得られた珪藻遺骸群集
　（a）SR－2（b）SR－3
亙晦7．Diatom　assemb1ages　from　bore　ho1e　samp1es　at　Lake　Saroma

た（図7a，b）。両地点では，珪藻遺骸群集の推移に

差異が認められたので，別個に記述する

　湖央部（SR2）では深度30cmの層準を境として，上

下で珪藻群集に変化が見られた　上部では肋肋8一

∫203かα属，肋αZω8乏o脱榊加触C肋o肋θ8が多く産出す

る．これに対し，下部では肋噸肋8〃C鵬D妙o脱ね

醐肋カの割合が増加する傾向が認められた．P鮒α肋

醐た肋は現湖底表層では5～10％程度の出現頻度でし

かないのに，コアの下部では20～40％を占めるよう

になる．また，D桝oη挑脇ゴ棚は10～20％程度を占

めている．

　これに対し，湖東端部（SR3）では，珪藻遺骸群集

に顕著な変化が見られない。付着生のCo㏄o脱な

8c脇〃蝋が20－30％の出現頻度を持つことが，SR2

と異なる点である．

　　　　　　　　今回の分析の結果，網走湖サロ

　　　　　　　マ湖の湖底ボーリングコア試料から

　　　　　　　は，特徴的な珪藻遺骸群集の変化が

一hum㎝im・act　観察された．
　　in1929？
　　　　　　　　網走湖では，顕著な珪藻遺骸群集

　　　　　　　の変化が認められ，下部から淡水生

　　　　　　　浮遊生のん1αC03α閉8舳〃肋■〃一

　　　　　　　1αC08θかα0泌勧0，8ゆ杓伽0挑ω8

　　　　　　　伽わ脚が多く産出する層準が確認さ

　　　　　　　れた．これは，この時期網走湖が淡

　　　　　　　水湖沼となっていたことを示してお

　　　　　　　り，今後年代測定結果などが得られ

　　　　　　　れは，この淡水化の原因なとについ

　　　　　　　ても考察が加えられるものと考えら

　　　　　　　れる．

　　　　　　　　1）肋o舳彪加螂は，コア試料中で不

　　　　　　　規則な変動を示し，いくつかの層準

　　　　　　　で20～30％の出現頻度を示すことが

　　　　　　　ある．この種は他の汽水湖ではまれ

　　　　　　　にしか産出しないものであり，網走

　　　　　　　湖でこのように産出する理由につい

　　　　　　　ては，現時点では不明である

　　　　　　　　なお，AB2では淡水層準から汽水

　　　　　　　層準への境界（深度65c㎜）での珪藻

　　　　　　　群集の変化が急激であり，AB1にお

　　　　　　　けるようななだらかな変化を示して

　　　　　　　いない、このことから細2の深度

65cmの層準で短い浸食期をはさむ堆積の不連続が

存在する可能性が考えられる．

　サロマ湖ではSR2で珪藻群集の変化が認めら
れた．

　サロマ湖では昭和初期（1929年）の湖口開削によっ

て，湖水の塩分が5～10パーミル上昇したことが知ら

れている（鹿島・松本，1986）．SR2コアの下部（深度

30cm以深）で多く産出した肋戸α肋醐Zc伽は，鹿児島

県上甑島汽水性湖沼群のなまこ池（表層塩分20－30

パーミル）などで優占的に産出しており（鹿島，

1989），現サロマ湖よりも低塩分の環境を好む種と

言えよう．また，このなまこ池の塩分環境は，開削

以則のサロマ湖のものとほほ等しい　以前，地質調

査所がサロマ湖底から採取したボーリングコア試料

からも同様な変化が認められ，鉛同位体による堆積

年代の測定を参考にして，このような珪藻遺骸群集

の変化が，この湖口開削に伴う水質変動に関連した
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現象であると推定した（鹿島・松本，1986）．SR2コ

アについての年代測定試料はまだ得られていない

が，同様に湖口開削に伴う水質変化による可能性は

高いと思われる．

　これに対し，SR3はコア内における珪藻群集の大

きな変化は見られない．これは，コア採取地点が湖

の東端部に位置しており，湖岸に近いためと思われ

る．SR2に比べて付着生種が卓越して出現してお

り，特にCo㏄o〃θ1∬c肋〃舳が多く産出した．この

Co㏄o〃α∬c吻〃舳は海藻の表面に多く付着し，生息

することが知られており（鹿島，1990），藻場が継続

して存在していたことを示していよう．

6ま　　と　　め

　1995年9月，北海道東部の網走湖とサロマ湖で採

取された湖底表層試料と湖底ボーリンクコア試料よ

り得られた珪藻遺骸群集の分析より，以下の結果を

得た．

　（1）網走湖ではqc1o胞〃αωΨ肋が優占的に産出し

ており，湖底表層堆積物中の全珪藻殻の90％以上を

占める．

　（2）網走湖のボーリンクコア試料より，網走湖が淡

水湖沼となっていた層準を，珪藻遺骸群集から確認

した　それらの層準では淡水浮遊生のんZoCo舵醐

8棚〃伽，んZOC03θかα舳陸卿，8印ん伽0挑C〃8
伽わ加∫が多く産出する．淡水化の時期については，

現段階では不明である

39

　（3）サロマ湖では，湖中心部では浮遊生の肋α1α8－

3乏08かα属，肋αZ脳ゴo脱舳η加8C〃o乏伽が多く産出す

る．湖岸付近では付着生のCo㏄o〃θ1∬c脇伽閉が多

く産出する．

　（4）サロマ湖ボーリングコア試料では，P〃o肋8〃一

C肋，D勿1o〃挑3棚伽が上位の層準にむけて減少し

ており，昭和初期（1929年）の湖口開削に伴う水質変

動を示す現象と推定された．
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